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 はじめに 
 (先駆的な技術の活⽤の試みも含めて） 

    令和4年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、社会福祉法⼈アトリエ 
 としても⼤きな試練を受けた⼀年でした。しかし、私たちは、利⽤者様や地 
 域の⽅々のニーズに応えるべく、ヒト・コト・モノなど様々な点と点をつな 
 ぐ福祉サービスを提供し続けました。 
  私たちは、利⽤者様や地域の⽅々のニーズに応えるべく、事業内容の充実 
 を⽬指しました。その結果1つの事業所を経営する事になりました。そして、 
 令和4年度の事業活動計算書では、障害福祉サービス事業収⼊は580万円ほ 
 ど、就労⽀援事業収⼊は、130万円ほど減少しています。しかし、適切な⼈員 
 配置により⼈件費を、活動拠点を絞った事で事業費と事務費などの経費を 
 1,500万円近く削減を実現し、収益を750万円近く⽣みだし収益性を⾼めるこ 
 とができました。しかし、私たちは決して満⾜せず、常に改善と挑戦を続け 
 ていきます。令和5年度は、事業計画に基づき、新たな事業所の開設やサービ 
 スの拡充を⽬指します。また、社会福祉法⼈としての透明性や信頼性を⾼め 
 るために現況報告書等の情報を公開していきます。私たちは、社会福祉法⼈ 
 アトリエの理念である「福祉から社会へ新しい価値を届ける」を忘れずに  利 
 ⽤者様や地域の⽅々と共に歩み、社会に貢献してまいります。 
  最後になりましたが、令和4年度の事業運営にご協⼒いただいたすべての皆 
 様に⼼から感謝申し上げます。今後とも変わらぬご⽀援とご指導を賜ります 
 ようお願い申し上げます。 

  ↑ チャットＧＰＴに考えてもらいました…。 ↓ ⾃分で考えました。 

  令和４年度を振り返っています。⼀から百まで堂では、コロナウィルスの集団 
 感染による閉鎖、⾏⽅不明、事故など様々な望まない出来事がありました。しか 
 し、思い出されるのは、⽇々、空間に響く笑い声、あたたかな雰囲気、居⼼地の 
 良さです。それは、ひとえに、集う⼈々が⼀緒に過ごして⽣みだしたものです。 
 利⽤者、来客、ボランティア、職員、役員と様々な⽴場、年齢、性別も⾊々な 
 ⽅々がそれぞれの⼈格、個性を尊重し合って寄り添った事の賜物です。 
  社会福祉法⼈アトリエは、福祉の現場から社会へ価値として発信できることを 
 現代社会で忘れられつつある、⼈と⼈とのつながりだと考えます。これからも、 
 ⼼通わせることができる⼈や団体を⾒極めて、協⼒して福祉の現場から、⼈が本 
 当に豊かに過ごせる社会になる取り組みを続けます。 
  昨年度は、⽀援をくださっている皆様にご⼼配をおかけしました。しかし、皆 
 様の変わらずのご助⾔とご協⼒のおかげで、素晴らしい職員が集い、活動を充実 
 させる事が出来ました。今後とも、変わらぬご⽀援とご指導を賜りますようお願 
 い申し上げます。 

 令和5年5⽉24⽇ 
 社会福祉法⼈アトリエ   

 理事⻑ 磯部 伸之 
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 社会福祉法⼈アトリエ 本部  事業報告 

    総括      
 反省を⽣かし、理事役員からの意⾒集約に努めた。そして、法⼈理念の実現に向 
 けて、雇⽤、環境整備の為の補助⾦申請、相談⽀援事業の指定、⼈材育成を意識 
 して取り組めた。事業所の雰囲気が穏やかになり、職員も各⾃の持ち味を発揮し 
 ている。 
      
    職員     
 ⾮常勤の職員が3名⼊職し、⽀援員として活躍している。休憩時間や処遇につい 
 ての配慮に努めて、⾯談や意⾒を聞ける機会を増やした。今後は、継続的に意⾒ 
 を聞き取るためにシステム的に機能を構築する必要がある。⾮常勤職員の雇⽤契 
 約について労働保険、年⾦、健康保険、退職⾦などの制度の違いから、労働者が 
 不利にならない配慮の為に、職員と相談して随時契約を⾒直している。  また、労 
 働基準監督署の職員から労働者側が休憩時間に休憩できなかったと賃⾦を求める 
 ケースが増えていると聞いた。職員採⽤時に労働契約の取り交わしを徹底する。 
 また、法令、就業規則に則った勤務を随時確認している。 計画時に補充予定で 
 あった常勤候補の男性は採⽤に⾄らず、⾮常勤職員で対応している。新卒の採⽤ 
 についても募集が出来ていない。 
   
 職員配置   本部事務︓ ⾮常勤 荻野 瑠奈        令和5年3⽉31⽇ 

 役職・職種   本部  ⼀から百まで堂 

 管理者・サビ管（常勤）  １  兼務１（本部） 

 ⽀援員（常勤）  ー  専従２ 

 ⽀援員（⾮常勤）  ー  専従３、兼務３ 

 調理員  ー  兼務３ 

 医師・嘱託  ー  １ 

 看護師（⾮常勤）  ー  １ 

 事務員（⾮常勤）  １  ー 
 ※にしもん⼯房（旧⻄⾨第3図⼯室）は、12⽉に閉鎖。 
   
    ボランティアや地域の⽅ 
 近隣住⺠から野菜や花が届き、庭に設置した物販コーナーでの交流がある。 
   
  ユニークな活動をしている⽅との協働 
 ⾬⾵ファームさんと⼩学校の藍の⽣葉染の活動に協⼒した。 
 CHIBISIROで利⽤者の個展開催から、販売スペースを借りている。 
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 佐藤ゆうこさんの紹介で沢⼭の⽅と交流できている。 
 計画時に考えていた座談会は、1度のみの開催。 

    事業活動（⼀から百まで堂）    
 ⾮常勤職員を増員した事により、事業所の雰囲気の向上につながった。 
 管理者、サービス管理責任者をそれぞれ令和5年4⽉1⽇付で任命した。 
 令和5年4⽉1⽇から  
 管理者       菅井 恵美  
 サービス管理責任者 齋藤 奈緒 

    相談事業 
 令和4年度計画どおり「相談⽀援〇〇」の名称で2⽉1⽇指定の申請をした。 
 市役所担当が定款の認識を誤解して令和5年4⽉1⽇（令和5年度）となった。 

  グループホーム 
 地域において営利団体が経営するホームが増加している。そのなかで、⼈材確保 
 ができない状況や対応に問題があるケースを聞いている。アトリエは、困難事案 
 でニーズがあるために物件の調査等に取り組んだ。収⽀、⼈材⾯で検討が必要。 

  ヘルパーステーション（居宅介護事業所）ガイヘル事業（移動介護） 
 ⼀から百まで堂の利⽤者で通院同⾏、余暇⽀援のニーズがあるが引き受ける事業 
 者がない。相談⽀援事業者からは、事業所が不⾜していると聞いている。また、 
 ガイヘルについては、他の市区町村の⽀給決定の利⽤者に対応するには、その市 
 区町村で事業所の指定を受ける必要がある。指定を受ける⽅向で調査中。 

  地域連携 
 相談事業所を開設前から他事業者との情報共有を始めている。相談事業所開設後 
 は、連携のきっかけが⽣まれている。 

    法⼈本部機能 
 相談事業所指定時に、事務所として⼀から百まで堂裏の丸正ハイツ（相⽣４－１ 
 ３－１）の⼀室を賃貸した。理事⻑が役割を担える職員体制の準備を始めた。理 
 事⻑は、法⼈運営に⽐重を置けるように、⼀から百まで堂の現場の業務をせず、 
 事務と新規の相談⽀援を担う。その為に、令和5年に⼊ってから相談⽀援の申請 
 をするとともに、今後の管理者、サービス管理責任者に内定を伝え、役割の意識 
 化に取り組んだ。 
   
    拠点整備 
 相⽣ 
 ⽞関の下駄箱を⼤きくし、和室の押し⼊れを改修しロッカーにした。 
 更に利⽤者や職員の増員に伴うスペース不⾜の解消に対して、あすなろ福祉財団 
 に助成⾦を申請し、3⽉に採択の連絡を受けた。令和5年度に１F活動スペースを 
 広げる⼯事を⾏う。 
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 ⻄⾨ 
 11⽉にオーナーからビルの再開発に伴い⽴ち退きを求められた。12⽉に契約終 
 了。荷物は、年度内に撤去で合意。 
 千代⽥ 
 計画時に検討していた千代⽥の物件は、整備の費⽤がかかる事から賃貸で家賃を 
 ⽀払う事に⾒合った活動の⾒込みが⽴たなかった。また、購⼊交渉をするがオー 
 ナーと⾦額⾯で折り合わず断念した。 
      
  衛⽣ 
 医師⼤村先⽣と看護師⼤久保さんが毎⽉1回来所し、健康の維持促進に努めた。 
   
  感染症対策 
 コロナ感染症第7波の7⽉21⽇ 職員が発熱。接触確認アプリ（COCOA)に通知 
 あり。近隣のラーメン店で飲⾷時か…受診陽性。翌⽇から職員、利⽤者の発熱確 
 認、クリニックの受診サポート、情報収集および提供に努めた。7⽉22⽇に7⽉ 
 23⽇から8⽉2⽇まで事業所の閉鎖を決定した。感染状況は、7⽉25⽇までに職員 
 4名、利⽤者9名が感染した。8⽉2⽇から開所したが、8⽉8⽇に更に利⽤者1名が 
 感染した。空気清浄機の設置をせずに再開した事を反省している。 

    防災・防犯 
 訓練の記載が5⽉24⽇・9⽉6⽇カレンダー上で確認が取れたが、実施の記録が 
 残っていない。また、計画上4回（6,9,11, 2⽉）と定めている。実施と記録を徹 
 底する。 

 役員会等の状況 
 (1) 理事会 
 令和4年5⽉23⽇理事会 
 場所 ︓障害⽀援センター松が丘園 
 参加者︓理事6名、監事2名、その他3名  
 ・令和3年度事業報告及び決算の承認について 
 ・評議員会の招集について 
 ・就業規則/賃規程について 
 ・監事監査実施規程について 
 ・報告事項 理事⻑の職務の執⾏の状況について 

 令和5年3⽉23⽇理事会（google formによるみなし決議） 
 ・施設⻑の選任 「相談⽀援〇〇」施設⻑ 
 ・施設⻑の選任 「⼀から百まで堂」施設⻑ 
 ・定款変更について 
 ・評議員の決議の承認 
 令和5年3⽉31⽇定時理事会（google formによるみなし決議） 
 ・2022（令和4）年度補正予算について 
 ・2023（令和5）年度事業計画案について 
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 ・2023（令和5）年度予算案について 
 ・経理規程変更について 
 ・報告事項 理事⻑の職務の執⾏の状況について 
  ①にしもん⼯房の物件の不動産契約を12⽉31⽇にて解約（取壊しの為） 
  ②職員の雇⽤ 

 （２）評議員会 
 令和3年6⽉24⽇定時評議員会 
 場所 ︓榎町⾃治会館 
 参加者︓理事3名、評議員5名（内1名LINE通話）、事務局1名 
 ・令和3年度計算書類及び財産⽬録の承認について 
 ・報告事項 令和3年度事業報告について 
 ・その他理事会の決議事項の共有 
 ・理事⻑の職務執⾏状況の報告について 
 ・就業規則/賃⾦規程について 
 ・監事監査実施規程について 

 令和5年3⽉27⽇評議員会（google formによるみなし決議） 
 ・定款の変更 
  第⼀条（⽬的）に定める事業内容に追加「ハ）相談⽀援事業の経営」 

 （４）その他臨時会議（情報・意⾒交換会） 
 令和4年12⽉22⽇意⾒交換会 
 場所 ︓榎町⾃治会館 
 参加者︓理事4名（内1名ZOOM）、監事2名、評議員3名（内ZOOM2名） 
     事務局1名 
 ・報告と意⾒の聞き取り 
 ・⼀から百まで堂の作業スペースの拡張⼯事の件 
 ・エコ補助⾦について 照明、エアコン、給湯器の交換の件 
 ・伊江島の件・⻄⾨の件 

 令和5年3⽉29⽇意⾒交換会 
 場所 ︓榎町⾃治会館 
 参加者︓理事5名（内1名ZOOM）、監事1名、評議員3名（内ZOOM1名） 
     職員5名、事務局1名 
 ・2022（令和4）年度補正予算 
 ・2023（令和5）年度事業計画 
 ・2023（令和5）年度予算 
 ・経理規程・説明事項 理事⻑の専決事項 
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 ⼀から百まで堂活動報告 
 総括    
 感染症の発⽣、事故に適切に対応することにより、利⽤者家族からの信⽤信頼が 
 増した。発⽣を未然に防ぐ為に、反省すべき点を徹底する。 
 利⽤者⼀⼈⼀⼈に向きあって丁寧に活動に取り組めた。⼊職した⾮常勤職員に常 
 勤職員を中⼼に法⼈理念に基づく関わりに努めている。 

 施設 
 従たる事業所を12⽉に閉鎖。活動拠点として⽣かせていなかった為に、活⽤に向 
 けた備品調達や協働相⼿と話をしはじめた⽮先であった。 

 職員体制 
 常勤 
  管理者・施設⻑/サービス管理責任者 磯部 伸之 
       （令和5年4⽉1⽇より、事務および相談⽀援〇〇にて相談⽀援員） 
  主任（7⽉1⽇より）菅井 恵美 
           （⼀から百まで堂/令和5年4⽉1⽇より管理者・施設⻑） 
           齋藤 奈緒 
           （にしもん⼯房/令和5年4⽉1⽇よりサービス管理責任者） 

 ⾮常勤 
  ⽀援員 ⽵島 京⼦ （調理兼務） 
      ⿑藤 真奈美（調理兼務） 
      髙橋 誠 
      ⻘⽊ 美奈⼦（調理兼務） 
      松本 英理 
      松⽥ 昌宏 
  医師  ⼤村 泰史 （⽉1回） 
  看護師 ⼤久保 友⼦（⽉1回） 

 事故 
 2022年10⽉22⽇ 送迎時に左前輪を歩道の縁⽯と接触させてタイヤパンク。 
         対策︓運転が出来る職員の採⽤をして対応。 
 2022年11⽉18⽇ 上野の美術館/動物園巡りの活動の帰路の上野駅にて⾏⽅不明 
         発⽣。職員が残り捜索。翌⽇早朝に⼤宮駅近隣警察署にて保護 
         されている事がわかる。 
         対策︓GPSを持っていたにもかかわらず、荷物の中にあり本⼈ 
         と⼀緒で無かった。GPS装置の活⽤。活動時にゆとりを持つ。 
 ひやりはっと   
 6件 全件キッチンの怪我、微傷の怪我や軽度の⽕傷。 
 対策︓⼤きな事故にならないように１名の職員はメンバーとの関わりで活動   
    として配置する体制にした。 
 ※積極的にヒヤリハットの報告を促しに努めている。 
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 研修 
 ・やめさせようとやめさせようとしない依存症⽀援の実績 
 令和4年7⽉1⽇ 
 場所 ︓北⾥⼤学病院 
 参加者︓磯部 

 ・⼯賃アップセミナー 
 令和4年7⽉8⽇ 
 ZOOMにて受講 
 講師 ︓らっく 鈴⽊施設⻑ 
 参加者︓菅井 

 ・強度⾏動障害初任者研修 
 令和4年8⽉4⽇、5⽇ 
 ZOOMにて受講 
 参加者︓菅井 

 ・虐待研修 
 令和4年9⽉15⽇ 
 場所 ︓⼀から百まで堂 
 講師 ︓桜美林⼤学 ⾕内 孝⾏准教授 
 参加者︓磯部、菅井、齋藤な、髙橋、⽵島、齋藤ま、⻘⽊、磯部理事 
     渡邊監事、荻野 

 ・⾷品衛⽣責任者養成講習会 
 令和4年10⽉1⽇ 
 eラーニングにて受講 
 参加者︓菅井 
 令和4年10⽉27⽇ 
 場所 ︓津久井湖記念会館 
 参加者︓齋藤ま 

 ・対⼈援助の基礎を学ぼう 
 令和4年10⽉3⽇ 
 講師 ︓桜美林⼤学 ⾕内 孝⾏准教授 
 場所 ︓松が丘園 
 参加者︓磯部 

 ・スーパービジョン 
 令和4年10⽉11⽇、11⽉8⽇ 
 場所 ︓松が丘園 
 参加者︓齋藤な 
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 ・サービス等利⽤計画と個別⽀援計画の関係 
 令和4年10⽉14⽇ 
 場所 ︓松が丘園 
 参加者︓菅井 

 ・⾯接トレーニング 
 令和4年11⽉7⽇ 
 場所 ︓松が丘園 
 参加者︓菅井 

 ・メンタルヘルス研修 ⼼を労うメンタルヘルスのおはなし 
 令和4年11⽉9⽇ 
 場所 ︓松が丘園 
 講師 ︓⽚柳先⽣ 
 参加者︓磯部、菅井、齋藤な、⽵島、髙橋、松⽥、松本、齋藤ま、荻野 

 ・障害平等研修（DET） 
 令和4年12⽉5⽇ 
 講師 ︓桜美林⼤学 ⾕内 孝⾏准教授 
 場所 ︓松が丘園 
 参加者︓磯部、松本、⼤瀧 

 外出活動・イベント等 
 令和4年4⽉4⽇ 
 カマ⽟明太うどん会 
 場所︓⼀から百まで堂 
 ボランティアの⼩松様、吉⽥様のご提供でみんなで⼿打ちうどんを頂きました。 

 令和4年4⽉17、27⽇ 
 DAIVERCITY IN ART公募展 
 場所︓渋⾕、新横浜 
 参加者︓2組に分かれて 
 ゆっけの作品が受賞したため 

 令和4年5⽉2、3⽇ 
 フェイス・オブ・ワンダー展覧会 
 場所︓相模⼤野 
 ⻘⼭画伯の作品で展⽰参加 

 令和4年5⽉7⽇ 
 ユソーレ販売会 
 場所︓相武台団地 
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 令和4年5⽉29⽇ 
 ⾒るコンサート「１００万回⽣きたねこ」 
 場所︓⽴川 
 参加者︓16名 
 ボランティア︓めぐちゃんが「影絵劇団かしの樹」で活躍 

 令和4年6⽉21,30⽇ 
 蛍ツアー  
 場所︓道保川の秘密の場所 
 参加者︓2班に分かれ 

 令和4年7⽉6⽇ 
 認知⾏動療法 
 場所︓慶応⼤学病院 
 対象者︓福島さん 磯部同⾏ 

 令和4年7⽉14⽇ 
 認知⾏動療法 基礎検査 MR 
 場所︓放射線医学総合研究所 
 対象者︓福島さん 磯部同⾏ 

 令和4年8⽉10⽇ 
 ブルーベリー狩り（無料） 
 場所︓さわ農園（https://sawa-nouen.com/） 
 参加⼈数︓22名 
 オーナー三樹様、ボランティア⼩松様、吉⽥様の全⾯協⼒にて実現 

 令和4年10⽉21⽇ 
 桜美林⼤学講義 
 場所︓桜美林⼤学 
 参加者︓講師として⻘⼭先⽣ 磯部同⾏ 

 令和4年11⽉18⽇ 
 上野＆川越外出 
 参加者︓⼆班に分かれて  
 ※⾏⽅不明事故（上野班 報告あり） 

 令和4年12⽉17⽇ 午前 
 ⽣活クラブ販売会 
 場所︓相⽣近隣である事から誘われて 
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 令和4年12⽉17⽇ 午後 
 しめ縄づくり 
 ⾬⾵ファームの清⽔さま（奥さま）協⼒により 

 令和4年12⽉26⽇ 
 クリスマス＆忘年会 
 場所︓⼀から百まで堂 
 スペシャルランチ＆ビンゴなど 

 令和5年1⽉5⽇ 
 初詣 
 場所︓新⽥稲荷神社 

 令和5年2⽉17,20,21⽇ 
 YUSUKE HARADA EXHIBITION 
 場所︓LE PETIT PARISIEN ルプチパリジャン（曳⾈駅そば） 
 ３班に分かれて 

 令和5年3⽉28⽇ 
 花⾒ 
 場所︓淵野辺公園 
 ⾬上がりに 

 誕⽣会 
 誕⽣⽇当⽇に歌＆その⽉にスペシャルランチ＆テータイム） 

 実習⽣等の受⼊ 
 令和4年10⽉25⽇〜27⽇ 
 桜美林⼤学（社会福祉学専攻）1名 

 令和4年11⽉29⽇〜12⽉1⽇ 
 中央中学（校職場体験）2名 

 令和5年2⽉6⽇〜3⽉7⽇ 
 桜美林⼤学（社会福祉学専攻）1名 
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 利⽤者状況報告 
 集計期間 ︓令和 ４年 ４ ⽉ １ ⽇〜令和 ５ 年 ３ ⽉ ３１ ⽇ 
 集計⽇  ︓令和 5年 3 ⽉ 31 ⽇現在（新規契約数︓4 名 / 契約終了数 3 名） 

 契約⼈数                              単位︓⼈ 

 区分  ６  ５  ４  ３  合計 

 男性  7  1  4  0  12 

 ⼥性  2  1  3  1  7 

 合計  9  2  7  1  19 

 利⽤実績                              単位︓⼈ 
 ⽉  4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  合計 

 区分6  112  126  139  92  108  127  133  131  134  141  143  173  1559 

 区分5  66  45  47  26  39  40  41  40  38  31  29  46  488 

 区分4  122  106  105  83  95  93  109  97  95  83  90  111  1189 

 区分3  24  22  26  20  22  21  24  25  19  8  22  23  255 
 計  324  299  317  221  264  281  307  292  286  263  284  353  3491 

 開所⽇  25  24  26  22  22  23  25  24  24  22  22  26  285 

 平均  13.0  12.5  12.5  10.0  12.0  12.2  12.3  12.2  11.9  12.0  12.9  13.6  12.2 

 ※7⽉にコロナウィルスの集団感染発⽣ 

 就労⽀援事業 
 令和４年度  収⼊                            ￥1,431,865 
 ・ナイアガラタイムス 
  不便利屋（不⽤品販売代⾏・駐⾞場屋根撤去等） 
  藍染め商品・体験（⼿ぬぐい・ストール、レジン他）/カレンダー・⾦継ぎ 
  たまご箱（昔の味たまご農場）令和4年12⽉末から⿃インフル等の影響で休⽌ 
  ⾥芋（前原農園） 
         
        ⽀出         ￥1,192,859 
 ・⼯賃/経費等   
 ※⼯賃⾦額︓1⽇250円+α  
 ※給⾷費を⼯賃から控除していた。令和5年度からは分けて清算 

 詳細な⾦額は、決算報告書参照 
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